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９月10日、市議会議員一般選挙が執行されました。

皆様の声を市政に反映してまいります。

“見せちゃってよ 子供たちにも”
第8 3号

2023年12月1日発行

上段左から　西口議員・小西議員・花野議員・武田議員・川島議員・岡田議員・池田議員
下段左から　生駒議員・成川議員・中西副議長・上山議長・堀川議員・児嶋議員・福永議員・一ノ瀬議員



2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

　
こ
の
た
び
、
令
和
５
年
９
月
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
第
58
代
有
田
市

議
会
議
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
上
山
寿
示
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議

会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
急
速
に

進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
エ

ネ
オ
ス
㈱
和
歌
山
製
油
所
の
操
業
停

止
、
増
加
す
る
豪
雨
災
害
に
加
え
、

各
地
区
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
ま
で
以
上

に
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
深
く
認
識
し
な
が
ら
、
目
の
前

の
課
題
は
も
ち
ろ
ん
、
10
年
、
20
年

後
の
「
元
気
な
有
田
市
づ
く
り
」
に

向
け
、
議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
や

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
充
実
に
努
め
、
議

会
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
改
革
を
進
め
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
今
後

と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
長

　上

　山

　寿

　示

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素
よ

り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
令
和

5
年
9
月
定
例
会
の
副
議
長
選
挙
に

お
い
て
、
議
員
各
位
よ
り
多
数
の
ご

支
援
を
頂
戴
し
、
第
59
代
有
田
市
議

会
副
議
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
中
西
登
志
明
で
す
。

　
今
日
ま
で
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま

え
、
副
議
長
の
重
要
な
職
責
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
、
ま
た
そ
の
責
任
の

大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
前
任
の
副
議
長
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
市
の
発
展
と
市
民
の
幸
福
の

た
め
に
、
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
に
深
く
敬
意
の
念
を
表
し
ま

す
。

　
上
山
寿
示
議
長
の
も
と
、
議
員
各

位
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
頂
戴

し
な
が
ら
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
を
迎
え
市
民
生
活
の
安
心
・
安
全

と
市
民
の
み
な
さ
ま
方
が
夢
と
希
望

を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
等
、
負
託
と

信
頼
に
、
お
応
え
で
き
る
よ
う
一
層

の
研
磨
を
重
ね
、
全
力
で
職
責
を
全

う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
相
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
な
ら
び
に
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
議
長

　中

　西

　登
志
明



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

●委員長　◎副委員長　○委員

議 員 名

委 員 会 等

西
口
　
正
助

福
永
　
広
次

生
駒
　
三
雄

堀
川
　
　
明

児
嶋
　
清
秋

岡
田
　
行
弘

池
田
　
敦
城

上
山
　
寿
示

小
西
　
敬
民

成
川
　
　
満

中
西
登
志
明

一
ノ
瀬
敦
子

花
野
　
仁
志

川
島
　
　
強

武
田
　
豊
治

議 会 構 成 一 覧 表議 会 構 成 一 覧 表

日本維新の会

池田　敦城
武田　豊治

日本共産党

小西　敬民

公　明　党

岡田　行弘

政　有　会

成川　　満
中西登志明

友和クラブ

福永　広次
西口　正助
生駒　三雄
堀川　　明

有　志　会

児嶋　清秋
上山　寿示
一ノ瀬敦子
花野　仁志

　総
務
建
設
委
員
会

　
経
営
管
理
部
・
経
済
建
設
部
・

出
納
室
・
消
防
本
部
・
消
防
署
及

び
農
業
委
員
会
の
所
管
事
項
並
び

に
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
議
案
、

請
願
等
を
審
査
す
る
。

　委

　員

　長
：
池
田

　敦
城

　副
委
員
長
：
川
島

　
　強 

　文
教
厚
生
委
員
会

　
市
民
福
祉
部
・
水
道
事
務
所
・

教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

公
平
委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所

管
事
項
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

議
案
、
請
願
等
を
審
査
す
る
。

　委

　員

　長
：
小
西

　敬
民

　副
委
員
長
：
一
ノ
瀬
敦
子

　予
算
決
算
委
員
会

　
予
算
及
び
決
算
（
地
方
公
営
企

業
の
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
こ

と
を
含
む
。）
に
関
す
る
調
査
を

行
い
、
議
案
等
を
審
査
す
る
。

　委

　員

　長
：
成
川

　
　満 

　副
委
員
長
：
花
野

　仁
志

　議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
、
議
会
の
会
議
規

則
・
委
員
会
に
関
す
る
条
例
等
及

び
議
長
の
諮
問
事
項
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
議
案
、
請
願
等
を
審

査
す
る
。

　委

　員

　長
：
生
駒

　三
雄

　副
委
員
長
：
岡
田

　行
弘

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の

　
　正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の

　
　正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た

常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の

　
　正
副
委
員
長
が
互
選
さ
れ
ま
し
た

総 務 建 設 委 員 会
文 教 厚 生 委 員 会
予 算 決 算 委 員 会
議 会 運 営 委 員 会
有田周辺広域圏事務組合
有 田 聖 苑 事 務 組 合
和歌山県後期高齢者医療広域連合
有 田 市 都 市 計 画 審 議 会
議会だより広報編集委員会

〇
〇

◎

◎

〇

〇

〇
◎

〇
〇

◎
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

●
〇

〇

●
〇
〇

〇

〇

〇

●

〇
〇

〇

〇

〇
◎

〇

●

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
●
〇

〇

〇
〇
〇

〇

●会派代表会 派 が 結 成 さ れ ま し た会 派 が 結 成 さ れ ま し た

● ● ● ● ● ●



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

８月臨時会は、８月３日の１日間で行われました。

９月定例会は、９月26日から10月20日までの25日間で行われました。

月日

 8.3

曜

木

時間

10:00

会　　議

臨時会

備　　考

令和5年有田市議会8月臨時会日程令和5年有田市議会8月臨時会日程

月日

 9.26

27

28

29

30

 10.1

2

3

4

5

6

7

8

曜

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　議

本会議　

本会議

　

議会運営委員会

本会議

備　　　考

議会構成

議会構成・議案説明

（議案調査）

（議案調査）

（議案調査）

（議案調査）

一般質問・議案質疑

（議案調査）

月日

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

時間

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

会　　議

常任委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

議会運営委員会

本会議

備　　　考

総務建設委員会

文教厚生委員会

予算決算委員会

（議案調査）

予算決算委員会

予算決算委員会

予算決算委員会

委員長報告、質疑、討論、
議案審議

令和5年有田市議会9月定例会日程令和5年有田市議会9月定例会日程

議案第50号 令和５年度有田市一般会計補正予算（第３号） 可決

議案番号 件             名 可否議決年月日

令和5年8月臨時会審議結果表令和5年8月臨時会審議結果表

5.8.3

＊ 8 月 臨 時 会 ＊＊ 8 月 臨 時 会 ＊＊ 8 月 臨 時 会 ＊

＊ 9 月 定 例 会 ＊＊ 9 月 定 例 会 ＊＊ 9 月 定 例 会 ＊



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

令和5年9月定例会審議結果表令和5年9月定例会審議結果表

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

決算第 1 号

決算第 2 号

決算第 3 号

決算第 4 号

決算第 5 号

決算第 6 号

決算第 7 号

決算第 8 号

報 第 2 号

報 第 3 号

発議第 4 号

－－－－－－－－－－

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

報告

報告

可決

可決

議案番号 件             名 議決年月日 可否

5.10.20

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5.9.27

〃

5.10.20

〃

有田市非常勤委員等の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

有田市火災予防条例の一部を改正する条例

有田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

令和５年度有田市一般会計補正予算（第４号）

令和５年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

工事請負契約について

公平委員会の委員の選任について

監査委員の選任について

初島財産区管理委員の選任について

令和４年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて

令和４年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて

令和４年度決算に基づく有田市健全化判断比率について

令和４年度決算に基づく有田市資金不足比率について

地方自治法第180条第１項の規定による市長専決処分の指定についての一部改正について

議員派遣の件について

○　賛成
×　反対

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。

会派名
議案名

議案第54号

決算第 1 号

決算第 2 号

決算第 5 号

決算第 6 号

可決

認定

認定

認定

認定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

議長

議長

議長

議長

議長

〇

×

×

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

結

　
　果

西
口

　正
助

福
永

　広
次

生
駒

　三
雄

堀
川

　
　明

児
嶋

　清
秋

岡
田

　行
弘

池
田

　敦
城

上
山

　寿
示

小
西

　敬
民

成
川

　
　満

中
西
登
志
明

一
ノ
瀬
敦
子

花
野

　仁
志

川
島

　
　強

武
田

　豊
治

公
明
党

有
志
会

無
所
属

有
志
会

有
志
会

政
有
会

政
有
会

日
本

共
産
党

日
本
維
新

の
会

友
和

ク
ラ
ブ

友
和

ク
ラ
ブ

友
和

ク
ラ
ブ

友
和

ク
ラ
ブ

日
本
維
新

の
会

議

　員

　名

令和５年９月定例会 賛否の分かれた議案令和５年９月定例会 賛否の分かれた議案
※　　　は、賛否の分かれた議案です。

有
志
会



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

＜８月臨時会＞
【予算決算委員会】
（８月３日）
議案第50号 令和５年度有田市一般会計補正予算（第３号） 
 補正予算額　８億１,８１７万７千円を増額
 【主な事業】 
 １．農地農業用施設災害復旧事業　６億８,４００万円 

　被災した農地や農業用施設の復旧に係る測量設計業務委託料や工事請負費、事業者への農業
用施設復旧に対する一部補助などに要する経費を補正 
　測量設計業務委託料　　　　　　７,５００万円
　農地災害復旧工事費　　　　２億５,０００万円
　農業用施設災害復旧工事費　３億５,０００万円

 ２．河川災害復旧事業　　　　６,７４６万円 
　被災した河川の復旧に係る測量設計業務委託料や工事請負費、重機借上料などに要する経費
を補正
　測量設計業務委託料　　 ８００万円
　重機借上料　　　　　１,５９０万円
　河川災害復旧工事費　３,５５６万円

  ３．都市公園災害復旧事業　　　　５,４８４万３千円 
　被災したふるさとの川総合公園の復旧に係る工事請負費やバックネット等のスポーツ用品購
入などに要する経費を補正 
　ふるさとの川総合公園災害復旧費（右岸）　３,１９８万５千円 
　ふるさとの川総合公園災害復旧費（左岸）　１,７７１万５千円

 採決：異議なし（　可　決　）

＜９月定例会＞
【総務建設委員会】
（10月10日）
議案第52号 有田市火災予防条例の一部を改正する条例

 ※対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関
する基準を定める省令の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの

 【主な内容】
 　・蓄電池設備に係る規制の緩和
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第56号 工事請負契約について
 ※市庁舎長寿命化改修３Ｆ・４Ｆ内部改修工事について、地方自治法第96条第１項第５号の規定
により、議会の議決を求めるもの

 【主な内容】市庁舎長寿命化改修３Ｆ・４Ｆ内部改修工事
 【契約金額】金２億５,７２９万円
 採決：異議なし（　可　決　）

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容
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【文教厚生委員会】
（10月11日）
議案第51号 有田市非常勤委員等の報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

 ※有田市監査委員条例の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの
【改正の主な内容】
　・監査委員の報酬で議会選出者の報酬の規定を削除するもの
　　監査委員報酬　「識見を有する者」月額45,000円、「議会選出者」月額21,000円　
　　　　　　　　　 → 　「監査委員」月額45,000円

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第53号 有田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
 ※行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部改正に伴い、
所要の改正をしようとするもの

【改正の主な内容】
 　・マイナンバーカードと健康保険証が一本化されるに伴い、個人番号の情報連携を行うため独自
 　 利用事務として子ども医療費の支給に関する事務を追加するもの
 採決：異議なし（　可　決　）

【予算決算委員会】
（10月12日、16日、17日、18日）
議案第54号 令和５年度有田市一般会計補正予算（第４号）
 債務負担行為の追加（限度額２２億５００万円）

 ※令和６年度から８年度における宮原小学校跡地複合公共施設整備事業費の債務負担行為を追加
 補正予算額　２,８９４万５千円を減額

 ※高齢者及び児童福祉施設の整備費、寄付金を活用した防災・消防用品の購入費を増額する一方、
一部事務組合への負担金減額や漁港施設整備にかかる工法見直しに伴う工事費減額及び公有財
産取得費の追加等により減額補正

 【主な事業】
 １．高齢者福祉施設整備事業　５１９万５千円

　介護サービス提供体制の整備促進を図るため、市内２か所の介護施設等へ看取り環境及び感
染拡大防止のためのゾーニング環境等の整備費用に対し補助

 ２．保田保育所改築事業　　　１,７８４万２千円
　有田市立保育所再編基本計画に基づき改築工事を行っている保田保育所において、本年度に
用地取得する南側隣接地の造成舗装工事費1,760万円などを補正

 ３．防災・減災推進事業　　　７０万７千円
　本年６月に発生した梅雨前線及び台風２号による大雨により避難所を開設した際に使用した
災害備蓄用毛布500枚等を補充するための費用を補正

  採決：異議あり（賛成多数で可決）

議案第55号 令和５年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　１,６１０万６千円を増額
 【主な事業】

　・令和４年度保険給付費等交付金の返還金などに要する費用を補正
 採決：異議なし（　可　決　）

決算第 1 号 令和４年度有田市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：２６３億７,７３４万円
 歳出：２５６億６,０８２万５千円
 差額：　　７億１,６５１万５千円
 採決：異議なし（　認　定　）
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決算第 2 号 令和４年度有田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：４０億３,４９３万８千円
 歳出：３９億５,５７６万４千円
 差額：　　　７,９１７万４千円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 3 号 令和４年度有田市初島財産区特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：　　　　　５０４万円
 歳出：　　　　　３２８万５千円
 差額：　　　　　１７５万５千円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 4 号 令和４年度有田市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：　　　６,７３２万３千円
 歳出：　　　６,６８５万７千円
 差額：　　　　　４６６万円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 5 号 令和４年度有田市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：３４億８,７０１万９千円
 歳出：３２億１,５１９万５千円
 差額：　２億７,１８２万４千円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 6 号 令和４年度有田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについて
 歳入：　８億７,４０７万７千円
 歳出：　８億６,１７４万８千円
 差額：　　　１,２３２万９千円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 7 号 令和４年度有田市上水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定を求めることについて
 【収益的】歳入：　５億５,０４９万７千円
 　　　　 歳出：　４億６,５１２万８千円
 　　　　 差額：　　　８,５３６万９千円
 【資本的】歳入：　１億５,２６９万６千円
 　　　　 歳出：　３億４,２１５万１千円
 　　　　 差額：△１億８,９４５万５千円
 採決：異議なし（　認　定　）

決算第 8 号 令和４年度有田市立病院事業会計決算の認定を求めることについて
 【収益的】歳入：３４億９,１９０万２千円
 　　　　 歳出：４３億２,８５０万８千円
 　　　　 差額：△８億３,６６０万６千円
 【資本的】歳入：　１億４,１２４万１千円
 　　　　 歳出：　３億３,４９１万４千円
 　　　　 差額：△１億９,３６７万３千円
 採決：異議なし（　認　定　）

※各議案に対する各委員会での質疑応答内容につきましては、市議会ホームページの
委員会議事録をご覧ください。
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質

令和5年9月定例会　一般質問通告一覧表 令和5年10月5日

氏名【会派名】 発　　言　　の　　要　　旨順位

2 小　西　敬　民
【日本共産党】

3 福　永　広　次
【友和クラブ】

4 花　野　仁　志
【有　志　会】

１．中学統合に向けて
（１）いじめ・不登校の対策は
（２）学ぶ力をどのようにして引き上げるのか
（３）通学手段は

１．市民要望実現について
（１）エネオス株式会社の雇用拡大について
（２）給食無償化について
（３）高山川へのポンプ増設について
（４）「核兵器廃絶・平和都市宣言」取り組みの重要性について

１．大雨時、箕島地区の排水対策について
２．加齢黄斑変性の治療について
（１）その後の進捗状況について市長に問う

１．雨水防災対策
（１）各地区の設備・管理・運営について

２．令和６年４月開院の産婦人科診療所について
（１）小児科との連携について
（２）開院に向けた懸案について

１．窓口業務の難聴者・高齢者サポートについて
（１）軟骨伝導集音器の導入について

２．有田市立保育所について
（１）施設の老朽化について
（２）保育士不足と労働環境について

5
岡　田　行　弘
【公　明　党】
〔一 問 一 答〕

1
一ノ瀬　敦　子
【有　志　会】
〔一 問 一 答〕

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。

　　い
じ
め
と
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
状
況
や
効
果
は
？

　　
各
校
に
臨
床
心
理
士
の
資
格
を

有
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
登
校
支
援

員
・
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
相
談

し
や
す
い
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　　開
校
に
向
け
て
通
学
方
法
と
通

学
距
離
は
？

　　
新
た
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
電
車

利
用
者
へ
の
全
額
補
助
に
加
え
、
文

成
中
学
校
区
を
対
象
に
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
配
備
予
定
で
す
。
学
校
か
ら

一
番
遠
い
通
学
予
定
生
徒
の
地
域
ご

と
の
距
離
は
、
箕
島
地
区
で
1.6
㎞
。

港
地
区
で
2.4
㎞
。宮
崎
地
区
で
3.9
㎞
。

中
央
地
区
で
2.9
㎞
。
保
田
地
区
で
4.0

㎞
。
宮
原
地
区
で
6.4
㎞
。
糸
我
地
区

で
6.3
㎞
。
初
島
地
区
で
3.5
㎞
と
な
り

ま
す
。

　　安
全
確
保
に
は
十
分
な
配
慮
と

指
導
が
、
学
校
と
家
庭
ま
た
地
域
の

方
々
か
ら
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
で

は
、
徒
歩
や
自
転
車
・
電
車
に
よ
る

通
学
で
、
歩
道
な
ど
整
備
途
中
の
道

路
や
、
ま
だ
整
備
に
着
手
で
き
て
い

な
い
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、

開
校
ま
で
に
整
備
が
整
う
の
か
？

　　
国
道
・
県
道
・
市
道
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
中
の
完
了
に
向
け
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　　保
護
者
や
市
民
へ
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
形
で

周
知
を
図
っ
て
い
る
の
か
？

　　
市
民
に
対
し
て
は
、
回
覧
を
通

じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

有
和
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
通
学
手
段
等
の
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
。
小
中
学
校
の
保
護
者
に

対
し
て
は
、
メ
ー
ル
を
送
付
し
、
今

後
は
、
現
在
の
中
学
１
・
２
年
と
小

学
６
年
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
説

明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質答答 中
学
統
合
に
向
け
て一ノ瀬敦子

（ 有 志 会 ）

質 質答答
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通
称
南
北
道
路
に
つ
い
て

　　
６
月
２
日
の
大
雨
で
、
望
月
港

線
の
南
側
の
南
北
道
路
の
起
点
付
近

が
水
浸
し
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
際
、
周
辺
の
排
水
路
も
整
備

し
て
、
こ
の
水
を
南
北
道
路
の
管
路

に
引
き
込
み
、
大
型
の
会
所
を
設
置

し
て
、
た
ま
っ
た
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ

プ
し
て
有
田
川
へ
放
流
し
て
は
、
と

思
う
。

　　（
当
局
）
今
後
の
浸
水
対
策
と
し

て
、
排
水
ポ
ン
プ
設
置
に
よ
る
有
田

川
へ
の
直
接
排
水
は
、
重
要
な
軽
減

対
策
と
考
え
ま
す
の
で
、
効
果
的
な

設
置
場
所
な
ど
総
合
的
に
調
査
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
箕
島
ポ
ン
プ
場
の
老
朽
化
対
策
に

努
め
る
と
と
も
に
、
箕
島
地
区
に
お

け
る
浸
水
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　　
　
箕
島
高
校
の
南
側
に
あ
る
2

基
の
排
水
ポ
ン
プ
よ
り
、
排
水
能
力

の
よ
り
高
い
ポ
ン
プ
の
新
設
と
、
南

北
道
路
へ
の
管
路
の
埋
設
及
び
有
田

川
へ
放
流
す
る
た
め
の
調
査
測
量
業

務
委
託
料
を
令
和
6
年
度
当
初
予
算

へ
計
上
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

加
齢
黄
斑
変
性
に
つ
い
て

　　
こ
の
治
療
に
対
し
て
、
市
長
は

大
変
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

後
の
経
過
を
伺
い
ま
す
。

　　（
市
長
）
市
立
病
院
で
手
術
を
実

施
す
る
に
は
、
医
師
の
確
保
、
リ
ス

ク
の
検
証
、
採
算
面
等
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
で
き
る
と

い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ

き
ら
め
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
べ
き

価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

指
定
管
理
者
で
あ
る
地
域
医
療
振
興

協
会
と
協
議
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
全
て
任
せ
る
こ
と
な
く
、
市
と

し
て
も
未
来
に
向
か
っ
て
実
現
で
き

る
よ
う
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

大
雨
時
、
箕
島
地
区
の

排
水
対
策
に
つ
い
て 

他

質

質答

答

　　
エ
ネ
オ
ス
株
式
会
社
は
、
新
規

事
業
で
の
存
続
が
決
ま
っ
た
が
、
地

元
雇
用
を
守
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
、
市
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　　（
市
長
）
和
歌
山
製
油
所
エ
リ
ア

の
今
後
の
方
向
性
を
発
表
し
た
。

１
．
10
月
以
降
も
無
害
化
工
事
等
や

特
殊
燃
料
の
製
造
・
出
荷
等
、
一
定

の
雇
用
が
維
持
さ
れ
る
見
込
み
。

２
．
Ｓ
Ａ
Ｆ
事
業
が
実
現
す
れ
ば
、

建
設
関
連
の
工
事
、
事
業
開
始
後
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
雇
用
が
生
じ

る
見
込
み
、
エ
ネ
オ
ス
株
式
会
社
に

対
し
て
は
、
無
害
化
工
事
な
ど
で
地

元
企
業
の
雇
用
に
配
慮
要
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。

３
．
エ
ネ
オ
ス
株
式
会
社
の
新
規
事

業
に
つ
い
て
も
和
歌
山
で
の
実
現
を

強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。

４
．
企
業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
関
係

者
で
協
力
し
、
地
域
の
未
来
を
支
え

る
新
し
い
産
業
誘
致
の
た
め
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
給
食
費
無
償
化
は
、「
マ
リ
ー

ユ
ー
制
度
」に
取
り
入
れ
て
実
現
を
。

　　（
市
長
）
基
本
ス
タ
ン
ス
は
、
変

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
県
下

各
地
の
状
況
を
み
ま
し
て
も
、
先
日

の
市
長
会
と
知
事
の
懇
談
会
に
お
い

て
も
、
和
歌
山
市
、
海
南
市
、
橋
本

市
が
給
食
費
無
償
化
を
取
り
上
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
、
他
市
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
高
山
川
へ
の
ポ
ン
プ
増
設
に
つ

い
て
。

　　（
市
長
）
県
議
会
９
月
定
例
会
に

て
、
事
業
費
８
，
４
０
０
万
円
を
予

算
措
置
さ
れ
ま
し
た
。県
に
対
し
て
、

早
期
完
成
を
要
望
し
ま
す
。

　　「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
」

の
取
り
組
み
を
強
化
さ
れ
た
い
。

　　（
市
長
）
平
和
へ
の
願
い
は
誰
も

が
望
ん
で
い
る
共
通
の
思
い
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
も

検
討
い
た
し
ま
す
。

市
民
要
望
実
現
に
つ
い
て

小 西 敬 民
（日本共産党）

質答

質 質答答質答

福 永 広 次
（友和クラブ）

要
望
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１
．
雨
水
防
災
対
策
に
つ
い
て

　　
ど
の
地
区
に
ど
の
よ
う
な
ポ
ン

プ
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運

営
を
し
て
い
る
の
か
？

　
ま
た
共
助
は
で
き
な
い
の
か
、
を

伺
い
ま
す
。

　　
今
後
も
、
地
元
自
治
会
、
管
理

組
合
、
県
、
市
、
そ
れ
ぞ
れ
が
情
報

を
共
有
し
、
ま
た
協
力
、
連
携
し
な

が
ら
、
施
設
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
令
和
６
年
４
月
開
院
の
産
婦
人

科
診
療
所
に
つ
い
て

⑴
小
児
科
と
の
連
携
に
つ
い
て

　　
小
児
科
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

地
域
医
療
の
観
点
か
ら
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
、
答
弁
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　
市
と
し
ま
し
て
は
、
周
産
期
か

ら
の
育
児
支
援
継
続
の
た
め
、
引
き

続
き
、
有
田
市
立
病
院
小
児
科
と
の

連
携
維
持
の
ほ
か
、
有
田
市
医
師
会

や
助
産
院
と
も
連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

⑵
開
院
に
向
け
た
懸
案
に
つ
い
て

　　
当
産
婦
人
科
診
療
所
の
所
在
地

は
糸
我
の
中
心
部
に
位
置
し
ま
す

が
、
そ
こ
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、
糸

我
町
民
の
多
く
が
往
来
す
る
国
道
か

ら
町
内
へ
の
南
北
幹
線
を
通
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
状
の
道
路
幅
員
で
は
車
両
の
対

向
に
不
安
が
あ
り
、
例
え
ば
、
用
水

路
の
暗
渠
化
や
待
避
所
の
設
置
は
私

と
し
て
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
答
弁

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　
市
道
の
道
路
拡
幅
（
用
排
水
路

の
暗
渠
化
、
待
避
所
の
設
置
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　　
　
こ
の
産
婦
人
科
診
療
所
が
開

院
し
た
次
は
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
色
々

展
開
し
、
成
功
事
例
と
し
て
広
く
発

信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
産
婦
人
科
診
療
所
を
拠
点
と
し
た

望
月
市
長
の
構
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　　
糸
我
保
育
所
跡
が
新
た
な
生
命

を
育
む
拠
点
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
子
育
て
へ
の
思
い
等
が
助
長
さ

れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
し
や
す

い
、
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

雨
水
防
災
対
策
に
つ
い
て 

他

質答質答

質答答

　　
市
は
こ
れ
ま
で
、
耳
が
聞
こ
え

に
く
い
人
に
対
し
て
大
声
や
筆
談
で

対
応
し
て
い
た
が
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
を
導
入
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　　
議
員
ご
提
案
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
、
新
し
い
技
術
で
、
耳
が
聞

こ
え
に
く
い
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
期
待
で
き
、
導

入
す
れ
ば
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

資
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
デ
モ

機
１
台
を
取
り
寄
せ
、
今
後
、
窓
口

に
来
ら
れ
た
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方

に
試
用
し
て
い
た
だ
き
、
効
果
を
確

認
し
た
上
で
、
導
入
に
向
け
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

保
育
士
不
足
と
労
働
環
境
に
つ
い
て

　　
厚
生
労
働
省
で
は
保
育
士
配
置

の
特
例
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
就
職
促
進

貸
付
金
、保
育
士
就
労
支
援
交
付
金
、

保
育
士
奨
学
金
返
済
支
援
補
助
金
な

ど
を
実
施
し
て
保
育
士
確
保
に
努
め

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

　
特
例
や
色
々
な
施
策
で
保
育
の
担

い
手
の
確
保
を
し
て
シ
フ
ト
の
融
通

を
利
く
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　　
国
の
配
置
基
準
を
上
回
る
保
育

士
の
配
置
を
行
っ
て
お
り
待
機
児
童

が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
こ
の
制
度
の
適
用
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
専
門
的
知
識
と
技
術
を

有
す
る
保
育
士
を
配
置
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
保
育
士
確
保
に
よ
る
労
働
環
境
の

改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
、様
々
な
制
度

の
運
用
を
検
証
す
る
と
と
も
に
引
き

続
き
効
果
的
な
保
育
士
の
募
集
を
行

い
、I
C
T
の
活
用
な
ど
に
よ
り
効
率

的
な
運
営
に
努
め
、職
員
が
能
力
を

発
揮
で
き
、健
康
的
に
働
け
る
職
場

環
境
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

軟
骨
伝
導
集
音
器
の
導

入
に
つ
い
て 

他

質答

質答

岡 田 行 弘
（ 公 明 党 ）

花 野 仁 志
（ 有 志 会 ）

再
質
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皆様の議会傍聴をお待ちしております! 

次回の定例会は
12月に開会予定です。

詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
ください。（☎83-2443）

ファミール産院
ありだ

　改選後、新たに６名の広報編
集委員が選任されました。市民
の皆さんに市議会をより身近に
感じて頂くために、私たち広報
委員が中心となって、親しみの
ある情報を発信します。また、
子供から大人まで、誰にでもわ
かりやすい議会広報を目指しま
す。これからも有田市議会の広
報にご注目ください。（岡田委員長）

　有田地方の医療機関での
分娩継続を図り、出産から
子育てまで連続してできる
地域医療体制の構築に向
け、令和６年４月、旧糸我
保育所跡に「ファミール産
院ありだ」が開院します。

上段左から　花野委員・中西委員・武田副委員長
下段左から　堀川委員・岡田委員長・小西委員

議会だより広報編集委員議会だより広報編集委員
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